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平戸市食育推進会議
(長崎県) 活動期間 9年

「食」を育むたからじま～平戸～ で、総合的・計画的に「食育」を推進
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教育関係者･事業者部門
《地方公共団体》

日頃から市内の多くの方に御協力いただい
て、食育の推進に取り組んでおります。関
係者の皆様に感謝申し上げます。これから
も地産地消の促進や、食に対する感謝の気
持ちを育て、平戸市の食文化の伝承に努め
てまいります。

平戸市食育推進会議 委員一同

自然の恵みや食べ物の恩恵、生産者への感謝
など、食に関わる全てのものに対する感謝の
気持ちを深める機会とし、小学生は絵てがみ、
中学生・高校生は平戸食材を使ったアイデア
料理の内容でコンテストを開催しています。
入賞作品集を作成し、市ＨＰへの掲載や、料
理教室の場で市民に周知する事で市民の食育
への関心を高める機会となっています。

感性きらり☆
平戸市「食育」コンテスト

入賞した作品は
作品集として
まとめられて
います

地場産品販売所・生産者と連携し、その月に
使用できる野菜や果物の種類・量についての
情報を得て、優先的に献立に取り入れていま
す。つわやわらび、たけのこなどの下処理に
時間がかかる食材は、下処理後に納品しても
らうなどの生産者との協力体制のもと、旬の
食材を豊富に使用する事が出来ています。

ひ ら ど う ま れ

「 平戸産まれ 」 の食材を活か した
愛情た っぷ りの学校給食

スタッフミーティングは
愛情のスパイス！

美味しい給食の出来上がり

本市は、豊かな自然に恵まれ独自の食文化を
育んでいます。その特色ある食文化や豊かな
味覚を継承する活動を展開しています。地産
地消の取組では、特に学校給食を学校におけ
る食育の生きた教材ととらえ、「食育コンテ
スト」入賞作品や郷土料理を積極的に取り入
れるなど、地場産品の使用割合80％を目指
しています。

自然の恩恵を受け元気に育った
平戸食材で地産地消を促進

体験を通して
生産者との交流も

平戸名物「焼きあご」作り体験


